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   Here we reported on six cases of CSF producing tumors including a gallbladder 

cancer (case 1), a renal cancer (case 2), two lung cancers (case 3 and 4), an adult 

 T—ccil leukemia (case 5) and a  metastatic  liv cancer (case 6). In hematological 

 examination, granulocytosis was seen in  Ji_  (35—  136  x  109/L); two cases with 

  rhd. cosinophilia (case 3 : 44%, case 5 :  )6%), four cases with  *hrombocytosis 

 (t:ise  1,  4, 5, 6 :  360-900x  10'/L), and two with absolute  reticulocy  ithout any 

 anemia (case 3 : 248, case 6 :  350X  109/L). CSF and BPA activities were examined in 

the tumor conditioned mediums. CSF activity was noted in all six cases, and BPA 

activity was also noted in all tested three cases (case 2, 3, 4). The  moleculPr weight 

of CSFs about 27kd gel chromatographically in all five cases  tested  (c-sn 1, 2, 3, 

4, 6).  13I was  boat-tolerable at  £0-  C, but CSF activity  -  as not. Hydro-

phobic  c-fic,imat()griiphy  w  dime in four c . The  CSFs were seemed to be Hydr 

phobic  (CSF-fl  )  in only  _Ise (case 1),  id  hydrophilic  (csf-  a ) in other three  c 

(case 2, 3,  4). These  obsei  vations ril.±L',-eq that CSF appears heterogeneous with  witie 

variation among tumors which  produ CSF in vivo.
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l は し 媒)に

著明な輝粒球増多を伴う悪性腰脇碍症例の存在ぼ古く

か∴指j裾_Hト~~い1!.それ上ハ申;:I.'エgrこlIullor沖､

(､olon.ll.<tilntJlこllintLl-rltCtりr吊 LILil/さを摩,半丁;:'し'tIt7

-1321･LTr:Inlll川､さい~リ11こl(troPhこ1gt､Ll.<1.i1LITML'Lql'lTT:

庫半十二てJ＼Tt日､州,ミ･Illl1(､r叩hこlgt､LILq/(八卜LILilll:Llト汁'

ド:を産JL=.ll::､＼11.･＼I-三Ilく;r12･lt-,:,:初八㌧し1-:::,号,lL了1Ll土汁'

慶生涯痴細胞株燕ミ報暫されている.またこれ琶)を樹料と

(‖∴11.､十｢卜二∴(,l川1iW さ.上転.し.::弓 L:_トの場合

~恒′こ11,i1い･Il∴i川一･lLLiも､:It上しILil･l様活性-,it:

行し,写∴にLIrL､.q:草,(･'､亘了)にもsLlt)i.Vrlt-LI'/1存

在することが知られ ヒト殿造血闘孟多くの因子が関わっ

てより複雑な制御がなされていることが想定される.

従って既知のCSFのほかにもさらをこ多くの虻S野様

物質あるいは既知のCSFのsu眺ypeが存在すること

は十分想像され,今後もCSF産生臆痴症例およびその

露盤する鰐S野を解析することに尭きな意味があると思

我J{･;十今上㌫∴'1種のし'Sr井Ii･,陣晦.Slyr-lil･L<ド11

2lr-1㌔了一一一トン甘告す_ノ･∫:_那.今回吏∴･l例/1LISt/産

生腫轟症例を経験したのできこれら6例の臨床像を解析

十二工畑-1pJ!時∴ 井牛寸て:､LISI/〔T､刊_状主~･･)いて検討し上

ので報恩する早

II 対 象 症 例

1.対象症例

既i･一教室LTl高幡1､甘酢告し!I_胆嚢癌症TyW卜,樟∴trl

報暫した腎癌症例漫慧鳩ぼか,今回経験した肺癌望症例

it7tili''･墨性.L18Y･狛Jill..･＼TI一症例(159-lf･L･女1j巨

および転移性肝癌症例(50才申男性)の計転倒を対象と
しノ∴ :L)t誹宅に雑器_＼‖7!二LHt-ljか∴樹立LJたし1Sl/庫′卜

紬地租(.Lqyrl及びL<1'Ti,㌔:Llli十養上京こ. 20r;:I.

凍結保存十←∵こい上し:1/i_･登瞥紅_目上､た.窪:-㌔l･t:.畦L.Tl

した上酒と9正常ヒト末楠血相着細胞培養上清中将CS欝

に-plL∴∴ 二､三Ttp'-)煤/I(性をし検討t./∴

望｡臆轟の液体培養

S阿-3は症例議の腐水より得た腹膜播橡膝藤純胞を芦

Sl-'rr.-1し量刑･11卜_∴し､St)TLS･症例t日 昌刊三し二時無

菌.f畑二採取L,リ沌時頼f-i-･を,St'pTtr:)言症例.5LTl~末梓川L

中桟細胞封OO(了川ナ用1日侶斉し日､トドt弓S).l'(1(:.100LT

JitH-:ハ条件十で培養~棋言-j蛤し仁 ;･:)--了と‖リ･;リtiL誓養液

し二:パfi.･AJT]:I考.･･t_{才fJノ㍉凸.眉紬ニ9L;'IE･･JMitT冊･t-LilI)lillt,

l＼Pm1(.､､Iを購い上限粁希釈法i･二_.いり1,1--∴こf'P,:1:汗､..

‖/再】LTヽLILqF活性tIYIf':t'jL､/I/Lトー二,を1､日､しハ宣師に甘､､

ため,培養初期の上清を受験をこ用いた事

に凍結保存上 しlLiド活性LTl検.;A(･∴明し､上.20--∴30三日.こ

き∴ 0.02001･lJr)'ll.1.0.()2500?､こ)?､:∴畑l_)ult)(､LL(.1-

t)I:3S処理卜∴日用肴細胞与.射斬丁離代培養圭行･∴

LISl/活性し､､㌻町■̀i∴拍i:塞_ii車酢工ir_.い)I.J-た..-r-I/.>こ

トナ_､.裾豊度ハrrL≠1.15OoFt_うS.し).;1')(,宰相-IM(､し'(1了ゞ
i-i,1nlL,diunlに~i--2＼105個し7十卜巨肯L･_卜廿髄升貧食細

服,:パ亨遊させた･い17トInllを.こi511川1情動i三上J/こ11川n.

辛;州)11てこ17､し､.rlいいtl()ごt.:)条件卜i二p-~･て-:7LL1･li.:Fi明･':I-養

Lf∴培養終日机)i｣立願微錆卜に･10榔廿了､紺1願阻鴇を

二日JH-上して算.'LL:工 上しL,.:,.三･を斗_理食塩･畑-㍊;遊､さ

辛,ー~L:-,l′トT/1:~~★~~!,卜に_来せ温風乾燥衡 ML･11･(1i州lSこl

染色を行も､コ四二-の形態およびその構成細胞を観察し
た,

rll'.;iLHtlrStI.IT･OnlOtinLrこlL･t.i＼.恒1LT､測定吊 1-{-P.i

luI恒thr(叩t)iPt･inHニト鶴if来:畔輔ti;-掛 加1S(･爪Ft/ド
m川･liriいtl川111)(:で(､()'sMFJM(lMl爪Tlに0.5--1.0＼l針

磯の正常捜終末槽血T細胞除去非付着単核細胞を浮遊さ

個lHJlt了l･'riLf_潮i胞繁･塊また言2個Lil巨~-)バllh(､し)loTlさY､lー

いなそ:､木色二I.LT一二-澗斗 r3Fしてt､._卜乙∵:.潤定t.!J_.

性･こて1韓討

勲耐性IJl検討汗∴llLIMを50----90t､1て:_n'耶妄拠押した

ものをこついて音程S野および鷹野鬼の活性を検討した号
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透析し,I.r.liJ‖∵潮来L.仁.'l'し､＼Ⅰ牛車~函nO11Tllきて=-I

二需Ll二II)I/J吊他理L～.1,t1--:ln車両ni山浦it川･∵∴宣

応を停巌したものの活性を予殿初から)噂画mとsmy転艶m

trl･いS川川hlt'11川･十畑:了∴ir;(I:～(上川削lLL.Ill.u_上巨､､{L

比畦上･ト.一己∵111Ll＼l･J,:＼州r:川1i日日.lこIL<t､〔)･lmH'1t11

5屯ゲル磯過による分子農が)推定

千日肌._凧十().13% =ミ謁､巨川mH=i肘til川1r!tilrml,
けり=トこltL汀;ihlJhL川l;川tr:川J̀什r川r'!',LてFn巨]iH＼tl)M

トト∴､.川tいl'((iht仙(iLI㌧･'-･11I:･･-撒Til】iい(,T'･･t

i十 jパ.t'∴-:~'L!両 .L~濃縮上!-ト'亘,卜Itrl即し:＼(.･へ
.F..I..5,川1㌧77川卜 -ryJ左折鋸､領=言.-‥ど､LIL<I:計性

を謝r3遼した.
(i. .,,∴ 号一r･･L7--･･J~十吊4日･二門､斗結j

ltl＼1ド-∴..r＼高11こ1㌧'l])沃1:いi'r__いて,両州1.i

叩hI1rりゞ.I/Il-こi吊ハ…日日=日日バ=･t-:lt.,H.rこ両1_tr;LEI

中一llこIr…､tlL=''L結詞力tllL.T;ifli車 座(l･11tl'HL<

Ret

!':t.ニトIfTをt-t恒･l州'､i.Il.1･(1,ト.T)O｡tlト＼･ト 二Ht山､さ

れるものをβ画分とし亨それぞれ職画分を濃縮してCSF

の活性を検討した.

m 結 果

I.甘酢■､舶畑

(症例謹)冒望渚の食性で右上腹部腫癖を主訴として昭

和56年も月5招入院した.入院時よV.ラ右準肋下4横路の

経癖を触如し亨薦療および胆道系酸素の上昇を認め紅

旗部に管では胆嚢内を造影剤により増強されJる腫癖が

占めてい打 開麹生検にLより胆嚢の腺癌と診断され,OK

確32の臆慶内局注により,膝脇の縮小が観察されたゆ粁

適中巌南濃三尊望米且岱9/Lの好中球を三遷三体とした自虐fiも球増

勢を示し,また最高で3郁xm9/LJの血小板増加を認

L､早∴ ･､:-Ll､i'rt.神風言再=t,1T牛丸､.好日;,了.L･-1rH.]･､きて:;+,出目≡

紅療悪液質のため死亡した｡死亡直後に無歯的に採取し

た腰痛から細胞株SmM を樹立した邑盲)

雁例諾う8増渚釣鹿健で着上腹部痛を塞訴として昭和

Gr減下腹癖を認ぬ 右季肋部深部に腹部経癖を触知したb

娩部mlでは石野緋~東大な多発廉職状経癒および∴"阿

- L ､

図1症例3ハ枯過大:帰日柏里‡言)lL粧神.'t.軒 lll-率
球および好酸球を主体とした白血球増多と繊赤血球
増多が特徴や



太静脈曲腹部太動脈を巻き込んだ腰痛を認めた｡経過中

濃商議息射り9/乱の好中球を主体とした白血球増多を示

したが芦血小板数は正常であったsA院練絹望カ月で尿

毒症昭ため死亡した.死亡前をこ行った皮下膝感の饗換観

級からぼ横紋筋肉腫を疑っていたが,剖検時採取きれた

経轟の組織像から,腎癌と診断された.死亡直後をこ無菌

約をこ採取Lた陸癌から細胞株SmL翌を樹立した王2)や

(症例3)76才の男性で発熱砂啄軟を主訴として昭和

6岱年?JH E眉入院した亜胸部写真で右肺門都農常陰影あ

りき肝臓太および腹寓を認めきだTなどの検査の結果,

肝転移および腹膜播磯を伴った肺癌と診断された.経過

LHr汗,'j1.'‡(ト10L)i,I/.､自l出損や妻も潮'-･匪樟Otlo,好酸

球1･畑1I:!:示し.I-t上往鉦･エ1凍トri_湖中.守ir汗.7i2-i8ゝ

且が凡 の網赤血球増多を認めた.血小板の増加は無かっ

上.描:Tit),;日工_辛身長鮎'~阜守雄上し病理解剖ハ結果.

･転相胞型t!,珊瑚J-癌上予断上上し園卜.牡し'JJtJrl'l脛,採取

した拍車播種細暇を培養し､し､Lq1:軒F‖';f醐/Lq抹Sl}'llこう

を樹立した.

(症例射 48才の女性でき腰痛⑳歩行困難および皮下

渡癖を主訴として昭和6丑年五月6日入院した中風院時よ

りVi陀howリソバ節静お膳下リソバ節の感光および体

折詰肯恒f.i)-tう川1大L･r1度卜瞳癖.rj二巧言忍八㌦･F:._.梅浩

･ ､-■

写霧で左肺門より上薬に不規則な施療影と肺門リソバ節

の経太を認め声CTなどの換登の轄鼠 リソバ節葡皮下脅

肝･骨･i;;結膜･にも発性転移封半-･,上伸癌土語聴t上し'川)l-

発し全身状態不良のためÅ院嶺禎抗日をこ死亡した.病理解

剖の結巣,多発性転移を伴った肺の腺偏平上皮癌と診断

した.Å院中最高で59×且09/Lの好中球を主体とした

;I.,Ll.綱車(】乙刃汗1増加言認とし'､左か一言･･_(図2㌧叱｣Ll狛妾

をこ無菌的かこ採取した藤藤を培麗し,描野度盛腰胞緩S刑

を樹立L.十.

(症例蕗)59才の身性で骨盤身の皮疹を主訴として昭

和6的･'-7廿10日･)､粧し仁 紅皮症し㌦1細工申那こi的ナ目顔

を行われていたが,経過率激高35xW9凡 の白血球噌

早(､好飛球TGOo､一寸:I:｣二日品高5洲､､川リ1.mli三日､裾刊

革を-,i~こした.昭和ti1牛:トトロ封1,十 ノ､節して､急速行挿入

をこ伴って莱嫡血に輿型uソバ球が班現し,諸橡の検索釣

結果し'Ⅰ~~11陽性=/1,1rl11,㌦診断さか上.i:.Vt-;仲r~号iI.Tl′Ilいr

-IIlrO＼pir.こ･llD＼:＼か検出さ-ナ亘二･し1tlL肘悼沃/描細目

たが変身親懸不良のため3月漫9日死亡したく園語),莱

手軸侶幸当用朋･LTlL:ull_.細胞50001圭1000ドlう.S加Til-Ml

帖10にし-:T:i-llL.I;推開始し上.十二二7､.卜清中に明∴か_r'IL'ttll:

堵露営琳◎食管eFm盈野際 山ngcancer

図2症例-1Ll二1経過太:粧し.'11線キ‖'i半卜皮癌症例.好申球
増車と【fu小板LT､吠/,7.UHが特徴.
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幣球を還三体とした白血球増多と消息か板の増加が特徴由
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廿 j･工 二.ド ('Slll､1守 抹性 :甘十神輿 (i症伸 トー拙 樟 甘招攻上,してSF i∵廿廿U 潮判

が死滅 し細胞株の樹立をこ至 らなか ったy

(症例 6) 50才の男性で,右季肋部痛 を主訴 と して昭

和l'巨卜.LI).Ij10f上しド;J_た. 入院時. llL,要理 汗 ･日嗣 肯'､明

鵡不整の硬い肝膝を触れた.腹部エ =諾-で肝の多発後藤

感が見 られ,転移性肝癌を疑われたがち検索不 十分の ま

級.縮漆 の結果ぎ原発不明の未分化癌 と診断 きれた.経過

Il】,Irirl.1.Tjl川)＼1(ド 1.し'11十侶甘堅 守′言い巨号こ02%. ,,巨才･

球 :～:～Le川)仏1Ⅰ与し1,卜 工 L､tl()0-,t･､lOtii｣し'用 l十軒 曾鉦,:i.･

増加を認めた く園 鯨 死亡挺後 に将 軽)れた肝撞慶組織

を培養 L CS肝 鍵盤細胞株 Sm1-L鷹 を樹立 Lた.

最上の 転症例が)Å院略綬遼成績 を一括 Lて東 且に示

した.CSF 度数臆慶は胆嚢癌 且例官腎癌 1傍凱 肺癌 望

例,ATL 護例 および転移性肝癌 謹例で多様であったが†

末桶血では全例鞠粒球増加が特徴であ った.車齢 £好酸

球の著 しい増加が 望例 をこ9血小板増加が 射 郊匿 ,また綱

川:i

赤戯球増男mが 望例 に観察 されたが,血清 か レシウム濃度

iZ. 甘 注 L証 '＼LISl/活性

ト.上汁舶 7日=L'lLlドU Llに.k十十-:ニ)TLIM i'→LILq/

値が ヒ ト骨髄非爵食細胞 亙り5ニブあた りニ3ロニ-数で約鮎扮

.佃 .T'--12..r,'1.言 ∵卜::i弓Fil･:描 号㍉王巨T:い :㍗;工 SPrト 1.
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顔貌澄しない場合の活性をこ対する比で見ると予いずれの
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か否かぼ明らかでないやまた細胞株の樹ぷ捕虜放したた

め嘗その度数するCSFの性状をこついても不明であるB

機の5症例のうち症例且のみがニ1ロニ…の構成細胞と,

生瞳嬢例であると考えられ,-濁症例望砂3および射ま

コロニーーの構成細胞およびCSF欄 であることからGM

(､L<t/甘′用錘持上,b:,十∵ナ守二･

臨床的闘濃6例いずれも著明な常粒塚増多を認めたが,

その中で症例i車望車洩および転は好中球が90%以上を

責めたのをこ対して†症例3及び5はむLろ著明な好酸球

増多が特徴的でありI蜘こ症例議より樹立したSPW--ト3

殊の産生するCS野が好酸球二3ロニ-を強く誘導するこ
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棒をこ好酸球を強く誘導する新たなCSFぎGM--CS野の

su甑もype,あるいは嘗L-5殿ようをこ好酸球を分化誘濁す
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鶴の融液成分をこついては,6症例齢うち症例且骨塊爵

馬や転の塊症例で鹿か娠噌多が認められ,また網赤血球

数の変化を観察し得た銅吏例のうち症例3および症例6

の望症例で予鎗血がないをこも拘らず網赤庶汲球数の増加を

認め軍経過とともにへモグロピソが増加した.このよう

な血液像の違いが,はたしてCSFそのものの生物活性
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のかきあるいはCSFに対する造血殿個人差を反映して
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る*しかし,最上の臨床像と度数ざれるCS野の多様性

を説明するため闘怠,さらをこ造血園子の臨床授与-を解析

するのみならず予分子レベルでのだS酢の解析が今後と

も必要であろう中
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びS甘㌘-魂の3つの細胞株は,いずれもBPA活性を有

していたが亨この3症例のうち症例3では網赤血球増勢

を護め,症例韻でぼ認めなかっ.た9純化6M-…UjSyは

刷き､t昌こpN-,＼活.iJr_J'T･13~･･㌢∵言､.二t一言親告仁′11け:㌔
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性をこ耐熱性の著しい遮いが観察された8このことは,搭㌘A

活性がCSFとは別殿造血闘争をこ由来することを蜜蜂す
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活性を同時をこ覇Lていなが6-)やかつ丙活性をこ耐熱性の差

があるということを意味するのかは不明である･後二薫慨
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興なる活性部紋に瀦夜し声両部紋をこ熱による変性鵜態度
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Tee鰹節も即の常澄する活性部位の携造銅厳密橡をこ叢があ

の構造の厳密性をあ変り要求きれない欝PA活性のみ

が残存するという考え方の,望通りの説明が可能である8

薮望CS肝産生腰痛6症例の臨床像と度数するCSFの性状

患者末櫓泡の血球噌多の有無 毒 だ紺 の性状
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症例 漫 衛を畳3離 婚扮//鋸 着く36¢) 不明 S㌘T-ト及 G**27-二相 ND

症 例 望 覇(53.,3 博捜/紛う 無ほ綴郎 不明 S炉W--竹芝Gヽl琳 ご丁 十 什

症例 3 着くま詔齢 摘07!/嶺射 無拍鮒) 着は壇8) S喜連管.-.-3GM 告 十 什

症例 う* 右十常十 ←l十TG十 有(満車 不明 ホPT N= ND NH ＼+lJ
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たことから}亨単--殿物質が両活性を閲時をこ∴歯Lでいる可

能性が強く嘉唆される.

r∴い∴t汁＼浩十日イ∵汗､.既畑卜､㌫≦皿よ｣l'Lt.1.Ll,1//､

関係,さ琵)をこそ鍔うsuhもypeなど今後澄緋こ検討して行
く必登があると思われる,

l'結 語

CSF産生腫癌症例として既をこ報告している望例をこ今

回新たをこ経験した嶺症例を遜消え,その臨床像および産生

するCSF瑚隻状をこつき若干の考察を加えて報告Lたす

佃L!･.-i･I/､;‖i･ii∴Ll.q/ll∵守 !.し'.tiI/し■､守J~p

巌はいずれも望袖娼前後で亨また拐㌘A活性を瞭讃1虐L

∴:‖畔上寸卜j_言上tt汗:ト･.用 十ll仁■_ト,.'.(lL<E/

慶生瞳慶症例の多彩な臨床像とその度盤するeSFの閑

適を調べるごとは,遷〔良も獅ずらの研究をこ意義ある転のと考
I::,∴
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